
魚津市がめざす教育

基本目標 施策 施策項目 施策の展開（61） 取組み結果 第２期　施策の展開（案）

①幼児教育の充実 1.多様な保育ニーズに応じた教育・保育の提供
2.認定こども園への移行

1.　待機児童　0
2.　私立８園すべての「認定こども園」への移行

1.多様な保育ニーズに応じた教育・保育
の提供
2.適正な教育・保育環境の整備

②学力向上の取組み

1.学力向上プラン研究授業の推進
2.学習支援員等による学習サポート環境の整備
3.家庭学習の定着と充実
4.教員の資質向上
5.ＩＣＴ環境の整備・充実

1.「魚津っ子学び向上委員会」による各種研修等の実施
2.ＡＬＴを民間業者へ委託、増員したほか、学習支援員等を各校へ配置
3.中学校で「放課後学習」を実施し、学習習慣の定着を支援
4.資質向上のため、キャリアに応じた研修等を実施
5.GIGAスクール構想の加速化により一人に１台のタブレットを整備

1..学力向上プラン研究事業の推進
2.学習支援員等による学習サポート環境
の整備
3.家庭学習の定着と充実
4.教員の資質向上
5.ＩＣＴ環境の整備・充実【教育総務課】

③特別支援教育の充実
1.一人一人のニーズに応じた教育内容の充実
2.教育環境の整備
3.指導・支援の充実
4.教育相談の充実

1.個別指導計画の作成
2.県の行うスタディ・メイト研修への参加による資質向上
3.就学や進級等による影響が少なくなるよう「切れ目のない支援」の体制整備を推進
4.就学相談等の実施継続

1.一人一人のニーズに応じた教育内容
の充実
2.教育環境の整備
3.指導・支援の充実
4.教育相談の充実

①豊かな心の育成

1.道徳教育の充実
2.生徒指導の充実
3.いのちの教育の推進
4.交流教育の推進
5.ふるさと教育の推進

1.教科となった道徳（Ｈ30小学校、Ｈ31中学校）の指導充実
2.スクールカウンセラー等との連携
3.いのちの教育の実施継続
4.特別支援学級に在籍する児童生徒との交流
5.14歳の挑戦、ふるさと発見バス、地場産業体験等を通じてふるさと教育を推進

1.道徳教育の充実
2.生徒指導の充実
3.いのちの教育の推進
4.交流教育の推進
5.ふるさと教育の推進

②家庭・地域との連携
1.開かれた学校づくりの推進
2.家庭教育の充実
3地域活動の推進

1.各校での教育懇談会等を通じた、保護者や地域住民等との意見交換を実施
2.親学び講演会の実施
3.地域での体験活動、登下校の見守り等

1.開かれた学校づくりの推進
2.家庭教育の充実
3地域活動の推進

①望ましい生活習慣の育成 1.望ましい生活習慣の定着
2.食育の推進

1.ＳＮＳ利用時の注意啓発
2.地場産食材を多く用いた給食

1.望ましい生活習慣の定着
2.食育の推進

②子どもの体力向上 1.学校等における体力向上の取組みの推進
2.地域や家庭と連携した学校体育・スポーツの推進及び部活
動の活性化

1.小体連を中心として、PCDAサイクルを活用した体力向上の取組み。
　「みんなでチャレンジ3015」達成率96.2％
　幼児期の体力向上支援事業「みんなでチャ・チャ・チェ」での親子活動の充実
2.部活動指導員とスポーツエキスパートの中学校部活動への派遣。スポ少、総合型地域ス
ポーツクラブ等、各種団体との調整の実施。

1.学校等における体力向上の取組みの
推進
2.学校や関係機関、家庭、地域と連携し
た学校体育・スポーツの推進及び部活動
の充実

①安心.安全な学校施策の充実
1.学校施設の耐震化の推進
2..防災拠点施設の推進
3.普通教室への冷房設備の導入
4.学校施設の適正な維持管理

1.耐震化率　100％
2.防災避難拠点としての機能整備（よつば小学校）
3.冷房化率100％
4.優先順位により工事を実施

②小学校の規模の適正化
1.統合前の事前交流の実施
2.きめ細やかな教育の充実
3.新しい校名、校歌、校章の制定
4.スクールバスの導入

1.統合前の事前交流が好影響を与え、スムーズな統合が実現
2.特別教室等の充実
3.清流、よつば、星の杜小学校　開校
4.統合によるスクールバスの導入

③学びのセーフティーネットの構
築

1.就学援助と奨学金貸与制度の実施
2.関係機関等との連携した支援
3.教育相談に関する開かれた窓口

1.就学援助事業、奨学金貸与制度の継続実施
2.問題を抱える児童生徒に対する関係機関との連携支援
3.各種相談の継続

1.就学援助と奨学金貸与制度の実施
2.関係機関等との連携した支援
3.教育相談に関する開かれた窓口

基本理念　　人を思いやり、ともに学び合い、新しい時代を切り拓く人づくり　　～　ふるさと魚津から世界に飛躍する人材の育成　～

２豊かな人間性と健やかな
体を育み、ふるさとを大切
にする教育の実現

３子どもの健やかな成長を
支える教育環境の充実

１　確かな学力を育む教
育の推進

２　豊かな心を育む教育
の推進

３　健やかな体を育む教
育の推進

４　学びを支える教育環
境の整備推進

1社会情勢に応じて生き抜
く確かな学力の育成

1.長寿命化計画に基づく維持管理
2.小学校の規模適正化

修正 資料４
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①公民館での教育力の向上
1.公民館活動振興事業
2.放課後子ども教室等推進事業
3.学校統合後の施設等の利活用

1.13地区で公民講座、高齢者学級、異世代交流事業、女性セミナー等の公民館教室を開催し
た。
2.児童生徒を対象に、放課後や休日を利用して交流活動を行った。
3.旧小学校（大町、上野方、松倉、上中島）利活用等の方針について検討

1.公民館活動振興事業
2.放課後子ども教室等推進事業
3.学校統合後の施設等の利活用を含め
た施設の移転及び建替の検討

②生涯を通じた学びの推進
1.多様な学習機会の提供
2.生涯学習施設の連携・情報の提供
3.社会教育団体の支援と育成

【数値目標】自ら生涯学習に取り組む市民の割合：25％　・・（H28：24.8％、H29：27.3％）
　
１．短期（３か月）、中期（６か月）、長期（１年）の教室を毎年開催。
２．生涯学習フェスティバルの年１回開催、新川地区生涯学習情報交換会（年１回）の参加
３．各種団体への活動補助による支援や各種団体の要望や意見交換会の実施。

1.多様な学習機会の情報収集と提供
2.生涯学習関連施設の連携・情報の提
供と共有、把握と分析
3.社会教育団体の支援と育成

③図書館機能の充実と読書活動
の推進

1.地域資料の収集と活用
2.図書館ボランティアの育成と支援
3.レファレンスサービスの充実
4.子どもの読書活動の推進
5.学校司書との連携

1.市民ニーズに応じた、新刊図書、視聴覚資料等を購入
2.読み聞かせの会やリサイクル本整理等のボランティア活動
3.レファレンスサービスの積極的な実施
4.読書記録帳を導入
5.小中学校図書館司書と連携し、子どもの読書活動及び学の支援

1.地域資料の収集と活用
2.図書館ボランティアの育成と協働
3.レファレンスサービスの充実
4.子どもの読書活動の推進
5連携による図書館サービスの実施

④博物館機能の充実と適正管理
1.特色ある常設展示の整備及び特別展・企画展の開催
2.地域資源を生かした体験教室
3.博物館情報の発信

【数値目標】①歴博入館者数：7,000人、埋没林：50,000人、水族館：150,000人　・・水族館、歴
博は目標到達。
②３館の企画展・学習会開催総数：40回　・・（H28、H30：39回、H31：46回）

１．３館とも館の特色を生かした展示会を定期的に開催。埋没林はH29に館内リニューアル実
施。
２．３館で開催数に偏りはあるもののアウトリーチ活動やワークショップなどを実施。
３．３館とも広報誌やHP、報道機関への積極的な情報提供を実施。水族館や埋没林博物館で
は、SNSを活用した情報発信を展開。

1.特色ある常設展示の整備及び特別展・
企画展の開催
2.地域資源を生かした体験教室
3.博物館情報の発信
４．施設の移転や統合、建て替えなどの
検討

６　豊かな心を育む芸術
文化活動の推進

①芸術文化活動の継承と振興

1.芸術・文化活動の推進
2.文化活動団体等との連携
3.文化財の保護・継承
4.文化財の指定

【数値目標】①芸術文化に触れ、教養が高まったと感じる市民割合　40％　・・（H30：33.9％）
②郷土の歴史伝統が継承され、文化が豊かと感じる市民割合　70％　・・（H30：67％）

１．小学5、6年生と中学２年生を対象に様々なジャンルの芸術文化への鑑賞機会を毎年開
催。
２．市内の芸術文化団体とともに市民文化祭や市美術展を毎年秋に開催。
３．市指定の伝統芸能保存団体への活動補助・支援。魚津のタテモン行事の運営補助や後継
者育成にかかる事業を補助・支援。
４．市の天然記念物に１件（洞杉群）文化財指定、国の登録文化財に２件（蜃気楼、東山円筒
分水槽）の選定。

1.芸術・文化活動の推進
2.文化活動団体等との連携
3.文化財の保護・継承・活用
4.文化財の指定など

①生涯スポーツの推進

1.各世代におけるスポーツ活動の機会の充実
2.関係団体との連携
3.啓発活動・情報提供のの充実
4.学校体育施設開放の推進
5.施設の整備と利用促進

1.UO!SPO（生涯スポーツサポート事業）やスポーツレクレーションの実施。
健康センター、市包括支援センター、総合型地域スポーツクラブ、市スポーツ推進協議会と連
携し、食と健康とスポーツ（ニュースポーツ含む）をテーマに様々な年代に気軽に参加してもら
えるスポーツイベントを開催。
2.地区対抗チャレンジ（地区別スポーツ大会）の開催。年２回地区体育振興会及び体協との連
絡会議を開催
3.市スポーツ推進協議会による活動報告の作成。（スポ推だより）総合型地域スポーツクラブ
（スポラ）による情報発信
4.学校体育施設等開放事業管理指導員を配置し、旧学校体育施設や学校体育施設の夜間開
放事業の実施
5.プール整備に関しては、公共施設再編方針のもと、整備について検討を実施。（サウンディ
ング調査、PFI導入可能性調査の実施）

・UO!SPOを中心に、市、体協、スポ推、
スポラとの連携した生涯スポーツ活動の
推進
・スポーツ施設の有効活用と計画的な維
持管理の推進

②競技スポーツの推進

1.ジュニア指導、指導者研修の実施
2.クラブ組織の育成
3.運動部活動の活性化
4.功労者の顕彰

1.小中学校の生徒については、スポ少や部活動を中心に展開。陸上については、総合型地域
スポーツクラブを中心とした、小中一貫としたアスリート育成活動を実施。
パナソニック㈱ワイルドナイツの選手によるラグビークリニックの開催。
2.体協やその組織競技団体への活動支援（研修会開催・強豪選手・チーム招聘含む）の実施
3.中学校部活動支援員（スポーツエキスパート）の派遣
4.桑山スポーツ賞、優良スポーツクラブ及び指導者表彰の実施

・トップアスリートによるスポーツクリニッ
クの開催の充実を図るなど、スポーツ選
手の強化育成の促進
・競技団体やクラブ組織の強化支援

４学びたいときに学ぶこと
ができる、生涯学習社会

の実現

５　ふれあい豊かな生涯
学習の推進

７　健やかな心と体をつく
るスポーツ活動の推進


